
編  修  趣  意  書
（教育基本法との対照表）

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年

３０- ５２ 小学校 図画工作 図画工作 ３・４年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

１１６ 日文 図工 ３０３
図工 ３０４

図画工作３・４上 ためしたよ 見つけたよ
図画工作３・４下 ためしたよ 見つけたよ

子どもたちがもつ創造力を，より豊かなものにするために
変化が激しく予測困難な現代社会では，自ら課題を発見し，試行錯誤しながら解決方法を探し，他者と協働し
て新たな価値を創造することが求められています。
図画工作科の授業では，同様のことを，形や色を用いて行っています。目や手だけでなく全身を使って対象に
触れ感じながら表したいことを見付け，試しながら表し方を探し，自分にとって意味や価値あるものをつくりだ
す 。これらを繰り返しながら，子どもたちは資質・能力を働かせています。
本教科書は，資質・能力を育む原動力となる「感じる・ためす・つくりだす」を基本方針に掲げて

編修に取り組みました。

１．編修の基本方針

感性や想像力を育む

失敗を恐れず
試行する力を育む

新しい価値を
創造する力を育む

感 じ る
～ 面白い！いいこと考えた！

つくりだす
～ できた！見て見て！

ためす
～ 思いついた！やってみよう！

知識及び技能

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

1
基本方針

2
基本方針

3
基本方針



感じる：感性や想像力を育む

身の回りを造形的な見方で捉える力を育みます
⇒ 身近なものから美術作品まで多様な「形や色」に出合うページ「教科書美術館」を設けています。2

3・4下 p.22-23 ▶
「色合いひびき合い」

面白い！面白い！
いいこと
考えた！

▲ 3・4上 p.48-49「土でかく」

感性に働きかける題材で，主体的な学びを実現します
⇒ 魅力的な写真や作品が，子どもたちの「やってみたい」を引き出します。

1

▲ 3・4下 p.52-53「ポーズのひみつ」▲ 3・4上 p.46-47「ねん土マイタウン」

●表情豊かな情景写真や作品例が，子ども
たちの学びへの意欲を高めます。

▲ 3・4下 p.2-4 教科書美術館「しぜんの形」

●3 ページで構成し , インパク
トがあるだけでなく，じっ
くり見たくなるレイアウトで
様々な気付きを促します。ま
た，対話の提案が，気付きと
学びを深めていきます。
●中学年では，自然をテーマに，
理科で学習する月，昆虫など
を取り上げ，造形的な視点で
捉える面白さを示し，図画工
作を学ぶ意義を伝えています。

多様な感じ方を尊重する態度を育みます
⇒ 友だちとの対話的な学びの場面を豊富に掲載しています。

3
●対話しながら想像を広げたり，思いを伝え合ったりする場面を掲載し，活動中の対話を重視しています。

1
基本方針

●材料に直接触れる感覚を大切にした題材を設定しています。

かたい形や やわらかい形。
動く形や 動かない形。
しぜんの形を組み合わせたら
どんな感じに見えるかな。

せっ着ざいなどは使
わず その場所にある
石の形を組み合わせ
てつくられています

24ページの活動も見てみよう
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まき貝の形をもとにつくられています

波はいつも動いていて 形はつねにかわっていきます
北斎はあらあらしい波の しゅんの形を表しました

木を真下から見上げると どんな形が見つかるでしょうか
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少しずつまざっていく
感じがおもしろい。

たくさんの色で。

5 2

けんかした
のかな。

地球ぎもあるし
昔の学校かも
知れないね。

どうして女の子は
ないているのかな。

暗いところと
明るいところ
があるね。

読んでいる手
紙を想ぞうし
たんだね。

両手で手紙をしっかり
にぎって読んでいるね。

見ていると いろいろなこ
とが分かるね。かかれてい
るものや色の感じから ど
んなことを思うかな。

気づいたことや感じたことをつたえ合おう

手やゆびで，いろいろな
形をあらわそう。

土で絵のぐをつくってみよう。
手やゆびをつかって思いのままにかいてみよう。
生まれてくる形や色から，どんなことを思いつくかな。

ザラザラして
おもしろい。

友だちと話をしながら，まちを考えよう。 ラミネートすると，書きこむこともできるね。



水
をたっぷりまぜて。

色
を

かさ
ねる
と。ると。

ふでのもち方をか
えると，線のかん
じもかわるね。

絵のぐのつかい方は58・59ページも見てみよう。8

わたしだけの色と
形を見つけたよ。

ふでのつかい方も
くふうするといいね。

色や形が組み合わさると，
かんじがかわるね。ためして
いいかんじを見つけよう。

 

2
基本方針

試行しながら思考し，答えを探し出す力を育みます
⇒ 発達の段階に合った材料を使い，つくりかえながら考えることを大切にした題材を配置しています。

発想のヒントが，「ためす」を促します
⇒ 「ためす」ためのキーワードや，発想のヒントを示しています。

「ためす」を支える技能の基礎を育みます
⇒ 巻末の 8ページに，材料や用具についての特設ページ「使ってみよう 材料と用具」を設けています。

1

2

3

●3・4下では，「組み合わせる」をテーマに，
組み合わせてできた形や色を掲載していま
す。組み合わせ方について見て考えること
が，新しい形や色を見付けることや自分の
発想につながっていきます。

▲ 3・4上 p.58-65 3・4下 p.58-65 ▲

ためす：失敗を恐れず試行する力を育む

▲ 3・4下 p.34-35  ひらめきポケット「組み合わせる」

▲ 3・4上 p.8-9「絵のぐ+水 +ふで＝いいかんじ！」

思いついた！
やってみよう！

●材料や用具の安全な使い
方について，これまで以
上に丁寧に分かりやすく
示しています。
●表現や材料の多様さにつ
いて，大きな図版で示し，
「ためす」意欲を高めら
れるよう工夫しています。

●試しながら，自分の納得でき
る形や色を探し出すことがで
きる題材を豊富に掲載してい
ます。この題材では，水の量
や筆の使い方を試し，自分が
よいと感じる表し方を見付け
ることを促しています。

●発想のヒントを伝えたり，
学びを促したりするキャラ
クターを，全ての題材に配
置しています。形や色の世界を広げる
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組み合わせる
いろいろな形や色をしたざいりょう。
組み合わせてみると どんな形や色が見えてくるかな。

3 53 4

どのちょうこく刀でほったのかな。 丸刀

丸みのある線がほれる。広い面もほれる。

角刀

丸刀にくらべて細い線がほれる。
細かいところもほれる。

平刀

広い面を平らにほる時などに使う。
ほる時は は

4

の平らな面を上にする。

？ どのちょうこく刀でほったのかな。

丸みのある線がほれる。広い面もほれる。

角刀

丸刀にくらべて細い線がほれる。
細かいところもほれる。

平刀

広い面を平らにほる時などに使う。
ほる時は は

4

の平らな面を上にする。

？

？

具



活動の後で 
考えてみよう。

見つけたり，くふうしたりすること。

感じたり，考えたりすること。

活動の中で，楽しんですること。

写真や作品は写真や作品は写真や作品は写真や作品は

のヒントです。 のヒントです。 のヒントです。 のヒントです。 

ざいりょうにさわりながら考えよう

友だちのくふうも
見てみよう

ためしながら
新しい形や色
を見つけよう

図画工作は 感じる とや想ぞうする と
を大切にしながら 形や色を通して自分
や身の回りの人やものを見たり 考えたり
表したりする とで れまで気がつかな
かった自分と出 う時間です

写真や作品は写真や作品は写真や作品は写真や作品は

のヒントです  のヒントです  のヒントです  のヒントです  

見つけたり くふうしたりする と

感じたり 考えたりする と

活動の中で 楽しんでする と

黒板には つの学習の 
めあてが書かれています。

図画工作をはじめよう

形や色のもつ感じ
に目を向けながら
活動しよう

たしかめながらつくってい
こう
。

3
基本方針 つくりだす：新しい価値を創造する力を育む

学びをつなぎ，新しい学びへと生かす力を育みます
⇒ 前学年の学びを生かせるよう，題材に系統性をもたせています。2

できた！
見て見て！

【 材料に光を通す 】 【 光を通す材料を組み合わせる 】 【 光の効果を生かして空間をつくる 】

▲ 1・2下 p.10-11「ひかりの プレゼント」 ▲ 3・4下 p.32-33「光のさしこむ絵」 ▲ 5・6上 p.44-45「光と場所のハーモニー」

光

●中学年の子どもにとって身近
な社会である学校や地域で，
図画工作で学んだことや身に
付けたことを生かしている活
動を紹介しています。

●全学年にわたって，つくった
ものを家庭で大切にする様子
や身近な人に贈る様子を掲載
し，学びが生活に結び付いて
いることを示しています。

▲ 3・4上 p.56-57 図画工作のつながり ひろがり
「みんなとつながる」

▲ 3・4下 p.42-43
「カードでつたえる気持ち」

●同じ材料や用具を使う題材を系統的に設定し，発達の段階に合わせて学びを深めていくことができるよう工夫して
います。

主体的に目標を見付け，創造活動に取り組む態度を育みます
⇒ 図画工作科の目標や見方・考え方，大切にしてほしいことを分かりやすく示しています。

1

▲ 3・4下 p.5-7オリエンテーション

●「造形的な見方・考え方」について子どもたちと共有するとともに，教科書の図版は
ヒントであり，自分の力で創造していくことの大切さを伝えています。

をは

…知識及び技能

…学びに向かう力，人間性等（活動の入口）

…学びに向かう力，人間性等（活動の後で）

…思考力・判断力・表現力等

●学習指導要領の各学
年の目標を基に三つ
の学習のめあてを設
定しています。「学び
に向かう力，人間性等」
については，活動の入
口と活動後の二つを
関連させて示していま
す。

楽しく豊かな生活を創造する態度を育みます
⇒ 図画工作で学んだことを生活や社会で生かしたり，つないだりする事例を掲載しています。

3

いつもあいさつをしているおばあさんに，
七夕の日にうちわをプレゼントしたよ。と
てもよろこんでもらえてうれしかったよ。

高齢
れい

者
しゃ

のためのしせつで
［神

か
奈
な
川
がわ
県］

いつもお世話になっているえいようし
さんにカードをつくりました。すきな
くだ物をつけてとび出すようにしまし
た。よろこんでくれてうれしかったです。



教育基本法第 2条に示されている教育の目標を達成し，教育基本法の考えが教科書全体に行き渡るように，題材の
設定や作品，写真の選択，文章表現などについて十分に配慮しました。

特別支援教育への配慮
全ての児童が等しく学べるように，カラーユニバーサルデザインの観点から編修を行うなど，特別支援教育の観点に配慮しています。

道徳との関連
教科書全体を通して，つくりだす喜びを味わいながら，美しいものや崇高なものを尊重する心を育むことや，友だちと理解し合うこと，家族
や学校の人々を敬愛すること，我が国や郷土の伝統と文化を大切にすることなどと関連を図るとともに，特に道徳との関連があるページにつ
いては，マークを用いて示しています。

ICT活用
デジタルマークを付けた題材では，ICTを活用して学習を効果的に進められるように，弊社ウェブサイトにコンテンツを用意しています。

2. 対照表

3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

構成・内容 特に意を用いた点や特色 箇 所

オリエンテーション
一人一人の価値を尊重し，その能力を伸ばし，創造性を培うことができる
よう，図画工作科の目標を共有するページを設けました。（第 2号）

3・4 上 p.5-7
3・4 下 p.5-7

題材ページ

表現や鑑賞の全活動において，美しいものや優れたものに触れ，豊かな情
操と道徳心を養うことのできる題材を掲載しています。
また，体全体を使った活動を多く取り入れ，健やかな身体を養う題材を掲
載しています。（第 1号）

全 般

様々な作品例を掲載することで，表現の幅広さを示し，創造性を培うこと
ができるよう工夫しています。
また，作家作品や，家庭で作品を飾っている様子などを掲載することで，
題材と生活との関連を示しています。（第 2号）

全 般

協力して行うことで，満足感や達成感を得られるような題材を設定してい
ます。
また，互いの作品や活動について，それぞれの違いやよさを話し合い，認
め合う活動の様子を多く掲載しています。（第 3号）

全 般

身の回りの材料や自然に親しむ造形活動を通して，自然のよさを体感でき
る活動を掲載しています。（第 4号）

全 般

教科書美術館
幅広い知識と教養を身に付け，豊かな情操を培うことができるよう，伝統
文化を含む多様な造形を取り扱うページを設けています。（第1号，第5号）

3・4 上 p.2-4
3・4 下 p.2-4

ひらめきポケット
幅広い知識と教養を身に付け，豊かな情操を培うことができるように，造
形的な視点で形や色などを見付けるヒントとなるようなページを設定して
います。（第 1号）

3・4上 p.34-35
3・4下 p.34-35

図画工作の
つながり ひろがり

地域での活動を掲載し，自他の敬愛と協力を重んじ，主体的に社会の形成
に参画する態度を養うことができるようにしました。また，身の回りの自
然にある材料から，身近な伝統玩具や伝統工芸がつくられていることを示
すページを設定しています。（第 3号，第 4号，第 5号）

3・4上 p.56-57
3・4下 p.56-57

使ってみよう
材料と用具

材料と用具についての幅広い知識を学べるようページを構成しています。
また家庭での材料集めや材料の再利用について掲載し，環境の保全に寄与
する態度を養えるよう工夫しています。（第 1号，第 4号）

3・4上 p.58-65
3・4下 p.58-65



友だちはざいりょうをどう生かしたのかな。

3 6 3 7

ここをつないで
みよう。

階だんと柱は同じ
感じの木にしたよ。

木の形をかえたり 組み
合わせたりしてつくろう。

組み合わせ方をくふうし ひみつの
すみかに合う形や色を見つける。

すみかの様子を思いうかべながら
どのようにつくるのか考える。

木を組み合わせながら ひみつの
すみかをつくることを楽しむ。

木を組み合わせて ひみつのすみかをつくろう。
だれが住んでいるのかな。どんなものがあるといいかな。

木のざいりょうを組み合わせて ひみつのすみかをつくる。

木の形や色を組
み合わせながら
考えるといいね。
楽しいすみかは
どんな感じか

森のおくの小さな家
［はば48 cm／あさぬの あさひも

紙ねん土 木くず  など］

⬆

２階の 番高いところは見はり台です。まわりも
木を立てたりならべたりしてくふうしました。

２階だてのちょっと曲がったすみか ［高さ27 cm］⬆

すな場と山と
ジャンピング台

［高さ 3 0 cm］

⬆

大きなえだを組み合わせて使い き地にしました。
ハンモックでくつろぐこともできます。

大
たい

木
ぼく

のき地 ［高さ41 cm／あさぬの あさひも］⬆

しぜんの中の公園をつ
くりました。楽しく遊べ
る場所にしました。

［はば 6 4cm／あさぬの
あさひも なわ  など］

⬆

木のざいりょうにふれてつくったら
森やしぜんが思いうかんできたよ。

のこぎりやくぎの使い方を
かくにんしておこう。

使った用具は決められた
場所にもどそう。

授業の進め方が分かりやすい教科書
各題材ページでは，子どもたちに伸ばしてほしい資質・能力を明確にするとともに，資質・能力を発揮す
るためのヒントを多く掲載しています。また各巻にオリエンテーションを設け，どのようなことを学ぶのか，
教科書をどのように使えばよいのかを，児童，保護者とも共有できるよう示しています。

❶❶ 学習のめあて
各題材の冒頭に，題材で何を学ぶのかが分かるように，学習
指導要領の目標を基にした「学習のめあて」を示しています。
先生と子どもがめあてを共有し，学習に取り組むことができる
とともに，学習の振り返りでもめあてを確認することができます。

❹❹ きをつけよう・かたづけ
安全に活動できるよう，注意事項について「きをつけよう」で示
しています。また，材料の有効利用や再利用について「かたづけ」
で示しています。

❺❺ 活動の後で
学習指導要領改訂の趣旨を踏まえ，活動の終
わりに，題材での学びを振り返り，次の学びへ
生かそうとする子どものつぶやきとして，「学びに
向かう力，人間性等」を示しています。

❸❸ 情景写真と
作品例

・実際の授業で撮影
された情景写真は，
資質・能力を発揮す
る生き生きとした子
どもの姿を示し，授
業の流れや学びの
プロセスをつかむこ
とができます。

・全国の子どもがつ
くった作品例は，一
部を拡大したり，吹
き出しで子どもの考
えたことを掲載した
りし，発想や構想，
工夫を読み取りやす
くしています。

❷❷ キャラクター
子どもの活動と〔共通事
項〕を結び付け，学び
を促します。

▲ 3・4下 p.36-37▲ 3・4下 p.36-37「ひみつのすみか」「ひみつのすみか」

… 知識及び技能

… 学びに向かう力，人間性等

… 思考力，判断力，表現力等

形や色の世界を広げる ちろたん

1. 編修上特に意を用いた点や特色

編  修  趣  意  書
（学習指導要領との対照表）

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年

３０- ５２ 小学校 図画工作 図画工作 ３・４年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

１１６ 日文 図工 ３０３
図工 ３０４

図画工作３・４上 ためしたよ 見つけたよ
図画工作３・４下 ためしたよ 見つけたよ

1
特 色

❶❶

❷
楽しいすみかは

❷どんな感じか❷❷❷

❸❸

❸❸

❹❹ ❺❺
のこぎりの使い方は60ページから，木のざいりょうについては63ページも見てみよう。

キューブハウス



学びを支える教科書 子どもたちが安心して意欲的に学ぶことができるように工夫しました。

思わず形や色に働きかけたくなる教科書
⇒ 造形的な見方・考え方を深められるよう，身の回りのものから美術作品まで幅広く取り上げたページを設けています。

特別支援教育・ユニバーサルデザインに対応した教科書
⇒ 特別支援教育や色覚特性などの観点から，紙面デザインを検証しています。

1

3

材料・用具について分かりやすく丁寧に学べる教科書
⇒ 巻末の 8ページに，材料や用具についての特設ページを設けています。2

●題材で使う主な用具についてアイコン
で示すとともに，関連のあるページへ
のリンクを記載し，用具の安全な使い
方や，材料について学ぶことができま
す。

◀ 3・4下 p.18-19
「ギコギコ トントン クリエイター」

◀ 3・4下 p.60使ってみよう ざいりょうと用具

たてびきと横びき

かたばの ぎり
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6 0

●題材ページにおいても，基本的な仕組
みやつくり方について，イラストで丁寧
に示しています。

2
特 色

▲ 3・4上 p.2-4 教科書 びじゅつかん「しぜんの色」

●身の回りの自然にも目を向けたくなるよう，鑑賞テーマと
して「自然の色」を設定しています。

●3・4上では「つなげる」ことで，新しい形や色を見付けられることを示し，
身の回りのものへ造形的な見方で働きかけたくなるよう工夫しています。

3・4上 p.34-35 ひらめきポケット「つなげる」▶

▲3・4下 p.50-51
「ゴー！ゴー！ドリームカー」

●学年に合わせ，文字の大きさを調整しました。

●色覚特性の有無にかかわらず，誰もが見やすく見
分けやすい配色によるデザインになっています。
●題材名は見やすく，かつ楽しく取り組めるようデ
ザインされています。
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学びをつなげる教科書 学習を生活や社会とつなげ、学びが広がるよう工夫しました。

生活経験と学びを関連させる教科書
⇒ 子どもたちの発達の段階や生活経験に合わせて，特設ページや題材を設けています。

他教科や他題材と関連付けて学ぶことができる教科書
⇒ カリキュラムマネジメントの実現を目指し，他教科や他題材との関連を図っています。

1

2

▲ 3・4上 p.50-51「マグネットマジック」

▲ 3・4上 p.22-23「み近なしぜんの形・色」⇔身の回りの自然

社会に開かれた教育課程の実現を目指す教科書
⇒ つくったものを使ったり，学んだことを生かしたりし，社会とつながる事例を掲載しています。

3

●その他の教科との
結び付き
3 4下 p 38-39
「光とかげから生まれる形」
（理科）
3・4上 p.42-43
「ことばから形 色」（国語科）
3・4下 p.48-49
「ようこそ！ゆめのまちへ」
（社会科）
3・4下 p.50-51
「ゴー！ゴー！ドリームカー」（理
科）など

3 4上 p.24-25
「あの日あの時の気もち」▼

3
特 色

●理科での磁石の学習に合わせ，磁石の
性質を利用する題材を設定しています。

●外に出て表したいものを見付ける
活動を示し，生活の中で感じたこ
とから絵に表す題材で，その学び
を活用できるようにしています。

◀ 3・4下 p.56-57
図画工作のつながり ひろがり
「ざいりょうを見つけよう」⇔玩具や伝統工芸

●子どもたちに身近な自然
を取り上げた題材を設定
しています。

●子どもたちの身近にある
様々な材料を取り上げ，そ
こから玩具や伝統工芸が
つくられていることを示して
います。

▲ 3・4上 p.18-19 「わたしの６月の絵」

◀▼ 3・4上 p.56-57
図画工作のつながり ひろがり
「みんなとつながる」

●発達の段階に合わせ，
様々な他者や社会集団
と図画工作を通して関
わる事例を示していま
す。3・4年においては，
特に様々な場所での展
示を通して地域の人と
つながる様子を多く掲
載しています。 ▲ 3・4下 p.18-19

「ギコギコ トントン クリエイター」
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本教 科 書 の 特 色 表

教育基本法の遵守 ・教育基本法第二条に示されている教育の目標を達成し，教育基本法の考えが教科書全体に行き渡るよ
うに，題材の設定や作品，写真の選択，文章表現などについて十分に配慮しています。

学習指導要領の遵守

・学習指導要領に示された目標を受けて，全ての題材において，表現と鑑賞が一体的に学習できるよう
に配慮しています。題材は，学習指導要領を基に「造形遊びをする」「絵に表す」「立体に表す」「工作に
表す」「鑑賞する」の５つの分野に分け，活動の内容を把握しやすいように示しています。
・学習指導要領で示された目標に基づき，全ての題材において「学習のめあて」を示しています。
・〔共通事項〕について，教科書全体で取り扱うとともに，活動と〔共通事項〕を結び付けられるようキャ
ラクター（ちろたん）を設定しています。また，より造形的な視点で身の回りや社会をとらえることが
できるよう「教科書美術館」「ひらめきポケット」の特設ページも設けています。

発達の段階への配慮 ・それぞれの分野の中で，子どもの発達に十分配慮した材料や用具を取り扱っています。

配列・分量 ・地域や学校の実態に合わせて，題材を選択したり組み合わせたりできるよう工夫しています。
・題材での学びを次の活動へ生かせるよう，題材に系統性をもたせています。

主体的・対話的で
深い学びの実現

・オリエンテーションにおいて，「造形的な見方・考え方」やめあて，教科書の使い方を共有し，児童が
主体的に学習に取り組むことができるよう工夫しています。
・児童が自分の活動を振り返り深めることができるよう，全ての題材に「活動の後で」を設定しています。
・児童が考えを伝え合ったり，友だちと相談したりしながら造形活動を行う様子を紹介し，対話を通し
て思考力を働かせ，学びを深めることができるように工夫しています。
・児童が「造形的な見方・考え方」を働かせて，自ら表したいことやつくりたいことを見付けられるように，
題材の設定に十分に配慮し，オリエンテーション，特設ページを設けています。

社会に開かれた
教育課程・カリキュラム
マネジメントの実現

・オリエンテーションを設け，図画工作科で育む資質・能力について保護者や教科書を見る人たちと共
有できるよう工夫しています。また，図画工作で扱う身近な材料を紹介するページを設け，生活の中で
触れているものを図画工作の活動で活用できることを示しています。
・家庭に作品を持ち帰ったり，地域で活動したりする事例を掲載し，図画工作での学習が社会とつながっ
ていることを示しています。
・他教科と関わりのある題材を設定しています。

言語活動の充実
・発想や構想，鑑賞など様々な場面で児童がコミュニケーションを取りながら造形活動を行う様子を紹
介しています。
・作品コメントや，ワークシートを紹介し，形や色・言葉で思いを伝え合う活動を促しています。

伝統文化・多様性の尊重と
国際理解

・伝統文化に関わる作品を多く取り上げるとともに，伝統玩具や伝統工芸についても特設ページで取り
上げています。
・外国の子どもの作品や，アール・ブリュットの作品を取り上げています。

社会の持続可能な発展 ・題材ページ内の「かたづけ」において，材料の有効利用について触れています。
・自然材や再利用できる材料を使用する題材を設定し，環境問題への関心を高める工夫をしています。

家庭や地域・社会への関心
・題材ページや特設ページにおいて，作品を家庭で使ったり，飾ったりしている場面を掲載しています。
・東京オリンピック・パラリンピックのエンブレムを取り上げ，子どもたちが身近な話題から造形的な
見方・考え方を深めていけるよう工夫しています。

人権への配慮 ・異学年での交流や地域での活動を紹介し，人との触れ合いや共生への意識を高める工夫をしています。

デジタル教材の活用 ・児童の学びを深めるためのデジタルコンテンツを制作し，該当題材にはデジタルマークを示しています。
・別途デジタル教材を提供する体制を整え，学習効果をより高められるよう配慮しています。

特別支援教育への配慮 ・すべての児童が等しく学べるよう，カラーユニバーサルデザインに配慮して編修しています。
・拡大教科書を制作します。

判 型 ・A4判を採用し，作品や写真をより大きく見やすく，インパクトをもたせて掲載し，児童の興味・関心
を引き出す工夫をしています。

文字・印刷・製本

・当該学年以上の配当漢字には，すべてに振り仮名をつけています。
・文字は，児童に読みやすいよう開発された教科書体を使用しています。
・重さへの負担を軽減するため，軽量化した再生紙の中で最適の良質コート紙を使用しています。
・表紙は美しい光沢と耐水性のあるコーティングを施し，丈夫で水濡れに対しても耐久性があります。
・人体への影響が少ない植物性インキを用いて印刷しています。
・製本は約 30 カ所という細かい目を付けたミシン糸の中綴じで，見返しを付けているため開きやすくか
つ長期の使用に耐える堅牢な造本にしています。
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●A表現 (1) に関して
A表現の全題材において，子どもたちが発想や構想していく情景写真を示しています。また，発想や構想のヒントとなる「ひらめき 
ポケット」を題材ページとは別に設定しています。
●A表現 (2) に関して
A表現の全題材において，子どもたちが材料や用具を工夫して使っている情景写真を示しています。また，材料や用具についての扱
い方を学べるよう，「使ってみよう材料と用具」を題材ページとは別に設定しています。
●B鑑賞 (1) に関して
B鑑賞の全題材で，子どもたちが造形的な面白さを感じ取り，自分の見方を広げている情景写真を掲載するとともに，表現題材におい
ても友だちの作品を鑑賞する様子を掲載しています。また，「教科書美術館」を題材ページとは別に設定しています。
●〔共通事項〕(1) アに関して
全ての題材にキャラクターを設置し，児童が見付けた形や色などについて認めたり，気付きを促す行為を提案したりする言葉を投げか
けることで，形や色などについて気付いたことが知識として定着するよう配慮しています。
●〔共通事項〕(1) イに関して
全ての題材に授業の初発問となるリード文を配置し，形や色から自分のイメージがもてるよう配慮しています。
●目標に関して
全ての題材において，「学習のめあて」を設定し，子どもたちと図画工作の目標を共有できるようにしています。

表の「学習指導要領の内容」は，学習指導要領第 7節第 2の内容を表す。A表現 (1) は「思考力，判断力，表現力等」として発想や構想，A表現 (2) は「技能」に関する項目を示し，アは造形遊びをする活動，イは絵や立体，
工作に表す活動に関する事項を示す。B鑑賞 (1) アは鑑賞する活動を通して育成する「思考力，判断力，表現力等」に関する項目を示す。共 (1) は共通事項を示し，アは形や色などの造形的な特徴を理解するという「知
識」，イは自分のイメージをもつという「思考力，判断力，表現力等」に関する事項を示す。また表の「分野」について，「造」は造形遊びをする，「絵」は絵に表す，「立」は立体に表す，「工」は工作に表す，「鑑」
は鑑賞する活動を示している。

2. 対照表

頁 数 教科書の内容（3・4上） 分野 学習指導要領の内容
2 - 4 教科書びじゅつかん 鑑 B鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ
5 - 7 オリエンテーション － －
8 - 9 絵のぐ＋水＋ふで＝いいかんじ！ 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
10-11 カラフルフレンド 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
12-13 ぬのをつないで 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
14-15 くるくるランド 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
16-17 切ってかき出しくっつけて 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
18-19 わたしの 6月の絵 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
20-21 ふき上がる風にのせて 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
22-23 み近なしぜんの形・色 鑑 B鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ
24-25 あの日あの時の気もち 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
26-27 クリスタルアニマル 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
28-29 ペタパタひらくと 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
30-31 「小さな自分」のお気に入り 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
32-33 くぎうちトントン 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

34-35 ひらめきポケット － A 表 現 (1) ア，イ B 鑑 賞 (1) ア
共 (1)ア，イ

36-37 ひらいて広がるふしぎなせかい 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
38-39 空きようきのへんしん 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
40-41 クミクミックス 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
42-43 ことばから形・色 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
44-45 ゴムゴムパワー 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
46-47 ねん土マイタウン 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
48-49 土でかく 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
50-51 マグネットマジック 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
52-53 ひもひもワールド 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
54-55 いろいろうつして 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

56-57 図画工作のつながり ひろがり － A表現 (1)ア，イ，(2)ア，イ B 鑑
賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

58-65 つかってみよう ざいりょうと用ぐ － A表現 (2)ア，イ 共 (1)ア，イ

頁 数 教科書の内容（3・4下） 分野 学習指導要領の内容
2 - 4 教科書美術館 鑑 B鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ
5 - 7 オリエンテーション － －
8 - 9 絵の具でゆめもよう 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
10-11 ここにいたい 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
12-13 コロコロガーレ 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
14-15 立ち上がれ！ねん土 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
16-17 まぼろしの花 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
18-19 ギコギコ トントン クリエイター 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
20-21 ここをつつんだら 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
22-23 色合いひびき合い 鑑 B鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ
24-25 つなぐんぐん 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
26-27 わすれられない気持ち 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
28-29 おもしろだんボールボックス 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
30-31 元気のおまもり 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
32-33 光のさしこむ絵 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

34-35 ひらめきポケット － A 表 現 (1) ア，イ B 鑑 賞 (1) ア
共 (1)ア，イ

36-37 ひみつのすみか 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
38-39 光とかげから生まれる形 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
40-41 これでえがくと 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
42-43 カードでつたえる気持ち 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
44-45 言葉から形・色 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
46-47 まどをのぞいて 造 A表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ
48-49 ようこそ！ゆめのまちへ 立 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
50-51 ゴー！ゴー！ドリームカー 工 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ
52-53 ポーズのひみつ 鑑 B鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ
54-55 ほってすって見つけて 絵 A表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

56-57 図画工作のつながり ひろがり － A表現 (1)ア，イ，(2)ア，イ B 鑑
賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

58-65 使ってみよう ざいりょうと用具 － A表現 (2)ア，イ 共 (1)ア，イ




